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(57)【要約】
【課題】解除可能に区画されて収納された２つの薬剤が
混合されることなく投与されることを防止でき、かつ、
２つの薬剤の区画の解除が極めて容易であり、投与準備
作業効率が良好である医療用容器を提供するものである
　
【解決手段】医療用容器１は、容器本体２と排出ポート
３とを備える。排出ポート３は、薬剤９が収納された薬
剤収納部８を有する排出ポート本体部３１と、容器本体
２内と薬剤収納部８との連通を開放可能に閉塞する閉塞
部４１と、排出口３３と、排出口３３に刺入される薬剤
排出用針管により押圧され、閉塞部４１を排出ポート本
体部３１より離脱させるための閉塞部押圧部４３と、閉
塞部４１と一体に設けられた延出部４４とを備える。医
療用容器１は、延出部４４の先端部に近接する位置に設
けられた剥離可能な離脱抑制用弱シール部７を備える。
離脱抑制用弱シール部７の未剥離時では、排出口３３内
への薬剤排出用針管の侵入を阻害する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本体と、前記容器本体内に収納された
薬液を排出するための排出ポートとを備える医療用容器であって、
　前記排出ポートは、薬剤が収納された薬剤収納部を有する排出ポート本体部と、前記容
器本体内と該薬剤収納部との連通を開放可能に閉塞する閉塞部と、前記排出ポート本体部
の前記容器本体より露出する端部を閉塞し、かつ、薬剤排出用針管の接続が可能な封止部
を有する排出口と、前記排出ポート本体部内に収納され、前記排出口に刺入される薬剤排
出用針管により押圧され、前記閉塞部を前記排出ポート本体部より離脱させるための閉塞
部押圧部と、前記閉塞部と一体もしくは前記閉塞部に当接可能に設けられた前記容器本体
内方向に延びる延出部とを備え、
　前記医療用容器は、前記延出部の先端部に近接もしくは当接する位置に設けられ、前記
延出部の移動を抑制するとともに、前記容器本体を押圧することにより剥離可能な離脱抑
制用弱シール部を備え、該離脱抑制用弱シール部の未剥離時では、該離脱抑制用弱シール
部により、前記延出部の移動および前記閉塞部押圧部の移動が規制されることにより、前
記排出口内への薬剤排出用針管の侵入を阻害するものとなっていることを特徴とする医療
用容器。
【請求項２】
前記排出ポートは、前記閉塞部と前記閉塞部押圧部と前記延出部とを備える閉塞部材を備
え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動するシール部を備え
、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記閉塞部と前記封止部により形成さ
れている請求項１に記載の医療用容器。
【請求項３】
前記排出ポートは、前記閉塞部と前記延出部とを備える閉塞部材と、前記閉塞部材を押圧
するための閉塞部押圧部材とを備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の開口端部を
液密にシールするシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記
閉塞部と前記封止部により形成されている請求項１に記載の医療用容器。
【請求項４】
前記排出ポートは、前記閉塞部と前記延出部と前記閉塞部を押圧するための閉塞部押圧部
とを備える閉塞部材を備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の開口端部を液密にシ
ールするシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記閉塞部と
前記封止部により形成されている請求項１に記載の医療用容器。
【請求項５】
前記排出ポートは、前記閉塞部と前記延出部とを備える閉塞部材と、前記閉塞部材を押圧
するための閉塞部押圧部材とを備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密
状態にて摺動するシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記
閉塞部と前記封止部により形成されている請求項１に記載の医療用容器。
【請求項６】
前記排出ポートは、前記閉塞部と前記閉塞部を押圧するための閉塞部押圧部とを備える閉
塞部押圧部一体化部材と、前記閉塞部に当接可能に設けられた前記延出部を備える延出部
材とを備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動するシール
部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記閉塞部と前記封止部によ
り形成されている請求項１に記載の医療用容器。
【請求項７】
前記延出部は、前記薬剤収納部と連通する薬剤収納空間を備えている請求項１ないし５の
いずれかに記載の医療用容器。
【請求項８】
可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本体と、前記容器本体内に収納された
薬液を排出するための排出ポートとを備える医療用容器であって、
　前記排出ポートは、薬剤が収納されるとともに前記容器本体内方向に延びかつ閉塞する
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先端部を備える薬剤収納部材と、該薬剤収納部材の他端側部分を収納する排出ポート本体
部と、前記排出ポート本体部の前記容器本体より露出する端部を閉塞し、かつ、薬剤排出
用針管の接続が可能な封止部を有する排出口と、前記薬剤収納部材の他端側に設けられ、
該薬剤収納部材内と前記容器本体内との連通を開放可能に閉塞する閉塞部と、前記排出ポ
ート本体部内に収納されるとともに、前記排出口に刺入される薬剤排出用針管により前記
薬剤収納部材を押圧し前記排出ポート本体部より離脱させる薬剤収納部材押圧部材とを備
え、さらに、前記薬剤収納部材または前記薬剤収納部材押圧部材は、前記排出ポート本体
部の内面と液密状態にて摺動するシール部を備え、前記排出ポート本体部内の前記シール
部より前記封止部側空間は、前記薬剤収納部材内と連通せずかつ実質的に空室となってお
り、
　前記医療用容器は、前記薬剤収納部材の前記先端部に近接もしくは当接する位置に設け
られ、前記薬剤収納部材の前記排出ポート本体部から離脱する方向への移動を抑制すると
ともに、前記容器本体を押圧することにより剥離可能な離脱抑制用弱シール部を備えてお
り、該離脱抑制用弱シール部の未剥離時では、該離脱抑制用弱シール部により、前記薬剤
収納部材の前記排出ポート本体部から離脱する方向への移動および前記薬剤収納部材押圧
部材の移動が規制されることにより、前記排出口内への薬剤排出用針管の侵入を阻害する
ものとなっていることを特徴とする医療用容器。
【請求項９】
前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動するシール部を備えてい
る請求項８に記載の医療用容器。
【請求項１０】
前記容器本体は、剥離可能な弱シール部により形成された仕切部により第１の薬剤室と第
２の薬剤室に区分されており、かつ、前記第１の薬剤室に充填された第１の薬剤と、前記
第２の薬剤室に収納された第２の薬剤を備え、前記排出口を有する排出ポートは、前記容
器本体の前記第1の薬剤室に固定されている請求項１ないし９のいずれかに記載の医療用
容器。
【請求項１１】
前記離脱抑制用弱シール部は、前記容器本体内より、前記排出ポート部分を区分するもの
となっている請求項１ないし１０のいずれかに記載の医療用容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部において、輸液などの薬液に薬剤の調整や配合を行うことができる医療
用容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　輸液に際し、２種以上の液体（薬液）を混合して使用する場合がある。この場合、従来
では、別途準備した２つの薬液を使用時に混合することにより準備していた。最近では、
薬液の投与を速やかなものとすること、ならびに混合忘れなどを防止することより、１つ
の医療用容器の薬剤室を剥離可能な仕切部により２つの薬剤室に区分することにより複室
としたもの、また、破断可能部にて破断することにより容器本体内と連通可能な薬剤容器
を取り付けることにより複室としたものがある。そして、このような複室容器では、それ
ぞれに、あらかじめ混合すると、経時的に変質、劣化する薬剤を分離して収納される。し
かし、このような複室の医療用容器の場合、仕切部の開通もしくは破断可能部の破断を行
うことなく、医療用容器に、輸液セットの薬剤排出用針管を穿刺すると薬剤が流出してし
まう。
【０００３】
　特許文献１（特開２００５－９５６０４号公報）に示されるものを本件出願人は提案し
ている。この輸液用容器では、薬液が収納された軟質バッグと、該軟質バッグに取り付け
られた薬剤容器を有する輸液用容器であって、該薬剤容器は、薬剤が収納された薬剤収納
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部と、該薬剤収納部と独立して設けられ前記軟質バッグ内部の内容物を排出するための排
出ポートと、前記薬剤収納部及び前記排出ポートの一端部に設けられかつ前記軟質バッグ
内部に配置され、前記薬剤収納部及び前記排出ポートと前記軟質バッグ内部との連通を規
制するとともに、前記薬剤収納部と前記排出ポートの両方を前記軟質バッグ内部と連通可
能とする連通規制部を有している。そして、連通規制部は、指による破損により前記薬剤
収納部及び前記排出ポートの一端部を開封するための脆弱部と、該脆弱部の破損操作を行
うための操作部を有している。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－９５６０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１のものでは、連通規制部の破損操作を行うことなく、輸液セットの薬剤
排出用針管を穿刺しても薬剤が流出することはなく、安全なものとなっている。しかし、
特許文献１のものでは、薬剤排出用針管の穿刺自体は、行えるので、穿刺後、薬液が排出
されないことにより、連通規制部の破損操作を行っていないことに気づくのである。また
、薬剤の排出のためには、軟質バッグ越しの連通規制部の破損操作を行うことが必須であ
る。
　そこで、本発明の目的は、解除可能に区画されて収納された２つの薬剤が混合されるこ
となく投与されることを防止でき、かつ、区画部の未解除を薬剤排出用針管の接続時に作
業者に教示することができ、さらに、２つの薬剤の区画の解除が極めて容易であり、投与
準備作業効率が良好である医療用容器を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するものは、以下のものである。
　（１）　可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本体と、前記容器本体内に
収納された薬液を排出するための排出ポートとを備える医療用容器であって、
　前記排出ポートは、薬剤が収納された薬剤収納部を有する排出ポート本体部と、前記容
器本体内と該薬剤収納部との連通を開放可能に閉塞する閉塞部と、前記排出ポート本体部
の前記容器本体より露出する端部を閉塞し、かつ、薬剤排出用針管の接続が可能な封止部
を有する排出口と、前記排出ポート本体部内に収納され、前記排出口に刺入される薬剤排
出用針管により押圧され、前記閉塞部を前記排出ポート本体部より離脱させるための閉塞
部押圧部と、前記閉塞部と一体もしくは前記閉塞部に当接可能に設けられた前記容器本体
内方向に延びる延出部とを備え、
　前記医療用容器は、前記延出部の先端部に近接もしくは当接する位置に設けられ、前記
延出部の移動を抑制するとともに、前記容器本体を押圧することにより剥離可能な離脱抑
制用弱シール部を備え、該離脱抑制用弱シール部の未剥離時では、該離脱抑制用弱シール
部により、前記延出部の移動および前記閉塞部押圧部の移動が規制されることにより、前
記排出口内への薬剤排出用針管の侵入を阻害するものとなっている医療用容器。
【０００７】
　（２）　前記排出ポートは、前記閉塞部と前記閉塞部押圧部と前記延出部とを備える閉
塞部材を備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動するシー
ル部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記閉塞部と前記封止部に
より形成されている上記（１）に記載の医療用容器。
　（３）　前記排出ポートは、前記閉塞部と前記延出部とを備える閉塞部材と、前記閉塞
部材を押圧するための閉塞部押圧部材とを備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の
開口端部を液密にシールするシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部
内面と前記閉塞部と前記封止部により形成されている上記（１）に記載の医療用容器。
　（４）　前記排出ポートは、前記閉塞部と前記延出部と前記閉塞部を押圧するための閉
塞部押圧部とを備える閉塞部材を備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の開口端部
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を液密にシールするシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前
記閉塞部と前記封止部により形成されている上記（１）に記載の医療用容器。
【０００８】
　（５）　前記排出ポートは、前記閉塞部と前記延出部とを備える閉塞部材と、前記閉塞
部材を押圧するための閉塞部押圧部材とを備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の
内面と液密状態にて摺動するシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部
内面と前記閉塞部と前記封止部により形成されている上記（１）に記載の医療用容器。
　（６）　前記排出ポートは、前記閉塞部と前記閉塞部を押圧するための閉塞部押圧部と
を備える閉塞部押圧部一体化部材と、前記閉塞部に当接可能に設けられた前記延出部を備
える延出部材とを備え、前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動
するシール部を備え、前記薬剤収納部は、前記排出ポート本体部内面と前記閉塞部と前記
封止部により形成されている上記（１）に記載の医療用容器。
　（７）　前記延出部は、前記薬剤収納部と連通する薬剤収納空間を備えている上記（１
）ないし（５）のいずれかに記載の医療用容器。
【０００９】
　また、上記目的を達成するものは、以下のものである。
　（８）　可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本体と、前記容器本体内に
収納された薬液を排出するための排出ポートとを備える医療用容器であって、
　前記排出ポートは、薬剤が収納されるとともに前記容器本体内方向に延びかつ閉塞する
先端部を備える薬剤収納部材と、該薬剤収納部材の他端側部分を収納する排出ポート本体
部と、前記排出ポート本体部の前記容器本体より露出する端部を閉塞し、かつ、薬剤排出
用針管の接続が可能な封止部を有する排出口と、前記薬剤収納部材の他端側に設けられ、
該薬剤収納部材内と前記容器本体内との連通を開放可能に閉塞する閉塞部と、前記排出ポ
ート本体部内に収納されるとともに、前記排出口に刺入される薬剤排出用針管により前記
薬剤収納部材を押圧し前記排出ポート本体部より離脱させる薬剤収納部材押圧部材とを備
え、さらに、前記薬剤収納部材または前記薬剤収納部材押圧部材は、前記排出ポート本体
部の内面と液密状態にて摺動するシール部を備え、前記排出ポート本体部内の前記シール
部より前記封止部側空間は、前記薬剤収納部材内と連通せずかつ実質的に空室となってお
り、
　前記医療用容器は、前記薬剤収納部材の前記先端部に近接もしくは当接する位置に設け
られ、前記薬剤収納部材の前記排出ポート本体部から離脱する方向への移動を抑制すると
ともに、前記容器本体を押圧することにより剥離可能な離脱抑制用弱シール部を備えてお
り、該離脱抑制用弱シール部の未剥離時では、該離脱抑制用弱シール部により、前記薬剤
収納部材の前記排出ポート本体部から離脱する方向への移動および前記薬剤収納部材押圧
部材の移動が規制されることにより、前記排出口内への薬剤排出用針管の侵入を阻害する
ものとなっている医療用容器。
【００１０】
　（９）　前記閉塞部は、前記排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動するシール部
を備えている上記（８）に記載の医療用容器。
　（１０）　前記容器本体は、剥離可能な弱シール部により形成された仕切部により第１
の薬剤室と第２の薬剤室に区分されており、かつ、前記第１の薬剤室に充填された第１の
薬剤と、前記第２の薬剤室に収納された第２の薬剤を備え、前記排出口を有する排出ポー
トは、前記容器本体の前記第1の薬剤室に固定されている上記（１）ないし（９）のいず
れかに記載の医療用容器。
　（１１）　前記離脱抑制用弱シール部は、前記容器本体内より、前記排出ポート部分を
区分するものとなっている上記（１）ないし（１０）のいずれかに記載の医療用容器。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の医療用容器では、容器本体を押圧して離脱抑制用弱シール部を剥離しない状態
では、解除可能な区画部である閉塞部は排出ポート本体部より離脱不能であり、薬剤を投
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与不能であるとともに薬剤排出用針管の接続も不能である。このため、医療用容器が収納
している２種類の薬剤が未混合状態であることを薬剤排出用針管の接続作業時に作業者に
教示し、押圧操作を促すことができる。そればかりではなく、従来のような軟質バッグ越
しの連通規制部の破損操作ではなく、単に容器本体を押圧することにより離脱抑制用弱シ
ール部を剥離することのみにより、薬剤排出用針管の接続が可能になるとともに、針管の
接続作業により、閉塞部もしくは薬剤収納部材は、排出ポート本体部より離脱することに
より、排出ポート内に収納されていた薬剤は、容器本体内に収納されている薬液と混合さ
れる。よって、投与準備作業が極めて容易である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、本発明の医療用容器の一実施例の正面図である。図２は、本発明の医療用容器
に使用される排出ポートの一例の正面図である。図３は、図２の排出ポートのＡ－Ａ線断
面図である。図４は、図２の排出ポートのＢ－Ｂ線断面図である。図５は、図２ないし図
４に示した排出ポートを説明するための説明図（図２の排出ポートにおいて、排出ポート
本体部および排出口部分のみ断面にて示した図）である。
　図６は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の説明図（排出ポート本
体部および排出口部分のみ断面にて示した図）である。図７は、本発明の医療用容器に使
用される排出ポートの他の例の説明図（排出ポート本体部および排出口部分のみ断面にて
示した図）である。図８は、図７の排出ポートのＣ－Ｃ線断面図である。図９は、本発明
の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の断面図である。
【００１３】
　本発明の医療用容器１は、可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本体２と
、容器本体２内に収納された薬液を排出するための排出ポート３とを備える。排出ポート
３は、薬剤９が収納された薬剤収納部８を有する排出ポート本体部３１と、容器本体２内
と薬剤収納部８との連通を開放可能に閉塞する閉塞部４１と、排出ポート本体部３１の容
器本体２より露出する端部を閉塞し、かつ、薬剤排出用針管の接続が可能な封止部３２を
有する排出口３３と、排出ポート本体部３１内に収納され、排出口３３に刺入される薬剤
排出用針管により押圧され、閉塞部４１を排出ポート本体部３１より離脱させるための閉
塞部押圧部４３と、閉塞部４１と一体もしくは閉塞部４１に当接可能に設けられた容器本
体内方向に延びる延出部４４とを備える。医療用容器１は、延出部４４の先端部に近接も
しくは当接する位置に設けられ、延出部４４の移動を抑制するとともに、容器本体２を押
圧することにより剥離可能な離脱抑制用弱シール部７を備える。離脱抑制用弱シール部７
の未剥離時では、離脱抑制用弱シール部７により、延出部４４の移動および閉塞部押圧部
４３の移動が規制されることにより、排出口３３内への薬剤排出用針管の侵入を阻害する
ものとなっている。
【００１４】
　この実施例の排出ポート３は、非連通排出ポートである。図３に示すように、閉塞部４
１が排出ポート３より、離脱しない状態では、排出ポート３は、容器本体２内の薬剤室１
１と連通しないものとなっている。
　この実施例の医療用容器１は、可撓性材料により形成され、内部に薬剤収納部である薬
剤室１１を有する容器本体２と、容器本体２の薬剤室１１に取り付けられた排出ポート３
と、薬剤室１１に充填された薬液とを備える薬剤入り医療用容器である。
　また、図１に示すように、容器本体２の一端側及び他端側には、シール部５，６が設け
られている。
【００１５】
　医療用容器１の容器本体２は、軟質合成樹脂により形成されている。容器本体２は、イ
ンフレーション成形法により筒状に成形されたものが好ましい。なお、容器本体２は、例
えば、ブロー成形法、共押出インフレーション法などの種々の方法により製造されたもの
でもよい。
　容器本体２は、水蒸気バリヤー性を有することが好ましい。水蒸気バリヤー性の程度と
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しては、水蒸気透過度が、５０ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓ・４０℃・９０％ＲＨ以下であるこ
とが好ましく、より好ましくは１０ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓ・４０℃・９０％ＲＨ以下であ
り、さらに好ましくは１ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓ・４０℃・９０％ＲＨ以下である。この水
蒸気透過度は、ＪＩＳＫ７１２９（Ａ法）に記載の方法により測定される。
　このように容器本体２が水蒸気バリヤー性を有することにより、医療用容器１の内部か
らの水分の蒸散が防止できる。その結果、充填される薬剤（具体的には、薬液）の減少、
濃縮を防止することができる。また、医療用容器１の外部からの水蒸気の侵入も防止する
ことができる。
【００１６】
　このような容器本体２の形成材料としては、例えばポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピ
レン（ＰＰ）、ポリブタジエン、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）のようなポリ
オレフィン、オレフィン系エラストマー、スチレン系エラストマー等の各種熱可塑性エラ
ストマーあるいはこれらを任意に組み合わせたもの（ブレンド樹脂、ポリマーアロイ、積
層体等）が挙げられる。そして、使用する樹脂材料は、高圧蒸気滅菌（オートクレーブ滅
菌）に耐えられる耐熱性、耐水性を有していることが好ましい。
　また、容器本体の形成材料として、ポリオレフィンが含有されるとき、本発明の有用性
が大きいものとなる。したがって、本発明においては、容器本体２の形成材料として、ポ
リオレフィンを含むものであるのが好ましい。容器本体２の形成材料として、特に好まし
いものとして、ポリエチレンまたはポリプロピレンに、スチレン－ブタジエン共重合体や
スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブロック共重合体等のスチレン系熱可塑性エラ
ストマーあるいはエチレン－プロピレン共重合体やエチレン－ブテン共重合体，プロピレ
ン－αオレフィン共重合体等のオレフィン系熱可塑性エラストマーをブレンドし柔軟化し
た軟質樹脂を挙げることができる。この材料は、高強度で柔軟性に富み、耐熱性（特に滅
菌時の耐熱性）、耐水性が高い他、加工性が特に優れ、製造コストの低減を図ることがで
きる点で好ましい。
【００１７】
　また、容器本体は、前述したような材料よりなる単層構造のもの（単層体）であっても
よいし、また種々の目的で、複数の層（特に異種材料の層）を重ねた多層積層体であって
もよい。多層積層体の場合、複数の樹脂層を重ねたものであってもよいし、少なくとも１
層の樹脂層に金属層を積層したものであってもよい。複数の樹脂層を重ねたものの場合、
それぞれの樹脂の利点を併有することができ、例えば、容器本体２の耐衝撃性を向上させ
たり、対ブロッキング性を付与したりすることができる。また、金属層を有するものの場
合、容器本体２のガスバリヤー性等を向上させることができる。例えば、アルミ箔等のフ
ィルムが積層された場合、ガスバリヤー性の向上とともに、遮光性を付与したりすること
ができる。また、酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化ケイ素等の酸化物からなる層を形
成した場合、ガスバリヤー性の向上とともに、容器本体２の透明性を維持することができ
、内部の視認性を確保することができる。なお、容器本体２が多層積層体である場合、そ
の内表面部分を形成する材料が、前述した材料であるのが好ましい。
　容器本体２を構成するシート材の厚さは、その層構成や用いる素材の特性（柔軟性、強
度、水蒸気透過性、耐熱性等）等に応じて適宜決定され、特に限定されるものではないが
、通常は、１００～５００μｍ程度であるのが好ましく、２００～３６０μｍ程度である
のがより好ましい。
　また、医療用容器１の容積は、内部に収納する薬剤の種類等によって異なるが、通常は
、薬剤室の容積が、５０～５０００ｍｌ程度であることが好ましい。
【００１８】
　排出ポート３は、容器本体２内に充填された薬剤（薬液）を排出するためのものであり
、容器本体２を形成する２枚のシート間にその端部側（延出部側）が挿入され、固定され
ている。
　この実施例の医療用容器１では、排出ポート３は、排出ポート本体部３１と、封止部３
２を有する排出口３３と、排出ポート本体部３１内に収納された閉塞部材４を備えている
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。閉塞部材４は、閉塞部４１と閉塞部押圧部４３と延出部４４を一体に備えている。そし
て、薬剤収納部８は、排出ポート本体部３１内面と閉塞部４１と封止部３２により区画さ
れる空間により形成されている。
【００１９】
　閉塞部４１は、排出ポート本体部３１の開口端部を液密状態にシールするとともに排出
ポート本体部３１内面を摺動するシール部４５を備えている。具体的には、閉塞部４１は
、略円盤状に形成されるとともに、側面に環状シール部材４５が設けられている。図３お
よび図５に示すものでは、環状シール部材４５は、閉塞部４１の側面に形成された環状溝
内にその内周側部分が収納されるとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部３１
内面に液密状態にて密着し、かつ摺動可能なものとなっている。
　閉塞部押圧部４３は、シャフト状に形成されるとともに、先端が閉塞部４１の基端面に
接続されており、さらに、基端には、薬剤排出用針管が当接可能な針管当接部４２を備え
ている。針管当接部としては、円状、楕円状、多角形状などの板状部であることが好まし
い。また、閉塞部押圧部４３のシャフト状部分は、中実、中空のいずれでもよく、また、
断面形状は、円状、楕円状、多角形状などどのようなものであってもよい。
【００２０】
　延出部４４は、閉塞部４１の先端面より、容器本体２の薬剤室１１の中央方向に所定長
延びるものとなっている。延出部４４としては、中実、中空のいずれでもよく、また、断
面形状は、円状、楕円状、多角形状などどのようなものであってもよい。延出部４４とし
ては、図３に示すように、先端に向かって、容器本体２のシート間方向の厚さが徐々に肉
薄となるものであってもよい。このようにすることにより、延出部４４の先端部による離
脱抑制用弱シール部７に剥離方向への力の付与を抑制する。
　また、延出部４４を薬剤混合後の薬液に対して識別可能な色に形成してもよい。薬液と
容易に識別できるとともに、薬液面に浮上するため薬液残量の確認も容易となる。薬剤混
合後の薬液に対して識別可能な色とは、使用される薬液および薬剤により相違し一義的な
ものではなく、例えば、薬剤混合後の薬液の色が黄色であれば黄色以外（例えば、赤色、
青色、緑色、黒色）のものが、赤色であれば赤色以外（例えば、黄色、青色、緑色、黒色
）のものとされる。なお、薬剤混合後の薬液の色が無色の場合には、有色であればどのよ
うな色でもよい。
【００２１】
　また、閉塞部押圧部４３の針管当接部４２の下面は、封止部３２の上面に近接もしくは
当接している。当接していることが好ましい。近接する場合には、その距離は、５ｍｍ以
下であることが好ましい。
　封止部３２は、排出ポート本体部の後端開口を封止するとともに薬剤排出用針管の刺通
が可能な弾性部材により形成されており、この実施例では、キャップ部３３ａにより、ポ
ート本体部３１の後端に固定されることにより、排出口３３を構成している。
【００２２】
　そして、この実施例では、排出ポート３の薬剤収納部８内には、図３ないし図５に示す
ように、適量の薬剤９が収容されている。また、排出ポート３の薬剤収納部８は、内部の
薬剤が目視可能に透明に形成されていることが好ましい。また、収納される薬剤としては
、粉末、顆粒状などの固体状、液体状等いかなるものでもよい。薬剤としては、輸液剤に
配合・溶解させるものであって、例えば抗生物質、ビタミン剤（総合ビタミン剤）、各種
アミノ酸、ヘパリン等の抗血栓剤、インシュリン、抗腫瘍剤、鎮痛剤、強心剤、静注麻酔
剤、抗パーキンソン剤、潰瘍治療剤、副腎皮質ホルモン剤、不整脈用剤、補正電解質、抗
ウィルス薬、免疫賦活剤等が挙げられる。また、排出ポート３内は、常圧でもよいが、減
圧または真空状態としてもよい。このように、薬剤収納部が減圧または真空状態であると
、薬剤の変質分解・劣化等の防止効果が向上するとともに、閉塞部４１の排出ポートから
の離脱を抑制する。
【００２３】
　そして、医療用容器１は、延出部４４の先端部に近接もしくは当接する位置に設けられ
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、延出部４４の移動を抑制するとともに、容器本体２を押圧することにより剥離可能な離
脱抑制用弱シール部７を備える。離脱抑制用弱シール部７の未剥離時では、排出口３３の
封止部３２に薬剤排出用針管を刺入させても、封止部３２を越えたところで、閉塞部押圧
部４３の針管当接部４２に当接する。それ以上刺入を進行させようとしても、延出部４４
に近接するとともに先端側に位置する離脱抑制用弱シール部７により、延出部４４ひいて
は、閉塞部４１および閉塞部押圧部４３に移動が規制されているため、刺入進行が不能な
ものとなっている。よって、作業者は、薬剤排出用針管が穿刺不能状態であることより、
離脱抑制用弱シール部７が未破断であることを認識する。
【００２４】
　この実施例の医療用容器１では、離脱抑制用弱シール部７は、延出部４４を含む排出ポ
ート３の上方を取り囲むように形成され、容器本体２内の薬剤室１１から隔離された区画
室７１が形成されている。
　この実施例の離脱抑制用弱シール部７は、シート材を帯状に熱シール（熱融着、高周波
融着、超音波融着等）することにより形成することができる。離脱抑制用弱シール部７は
、図１に示す実施例では、反転したＵ字形状に形成されている。また、離脱抑制用弱シー
ル部は、短辺が上側となる台形状、排出ポートが頂点となる三角形状、排出ポートが底辺
となる三角形状、四角形状等の多角形状、略半円形状、略半楕円形状であってもよい。そ
して、離脱抑制用弱シール部７は、容器本体２を押圧することにより剥離する。
【００２５】
　排出ポート３の延出部４４の先端部は、離脱抑制用弱シール部７の内側に近接もしくは
当接している。当接していることが好ましい。近接する場合には、その距離は、５ｍｍ以
下であることが好ましい。
　そして、この実施例の医療用容器１は、薬剤室１１と連通する混注ポート１３を備えて
いる。しかし、混注ポートを備えないものであってもよい。混注ポート１３としては、公
知のものが使用できる。
　上述した実施例では、閉塞部材４は、閉塞部４１と閉塞部押圧部４３と延出部４４の３
つのパートを一体に備えている。しかし、このようなものに限定されるものではなく、閉
塞部材としては、閉塞部、閉塞部押圧部、延出部のそれぞれが別部材となっているもので
もよい。また、閉塞部と閉塞部を押圧するための閉塞部押圧部とを備える閉塞部押圧部一
体化部材と、閉塞部に当接可能に設けられた延出部を備える延出部材とからなるものであ
ってもよい。これらの場合、閉塞部は、排出ポート本体部の内面と液密状態にて摺動する
シール部を備え、薬剤収納部は、排出ポート本体部内面と閉塞部と封止部により形成され
る。
【００２６】
　また、排出ポートとしては、図６に示すようなものも好適である。
　この実施例の排出ポート３ａでは、閉塞部４１と延出部４４とを一体に備える閉塞部材
４ａと、閉塞部材４ａを押圧するための閉塞部押圧部材４ｂとを備える。つまり、上述し
た排出ポート３では、閉塞部材４は、閉塞部４１と閉塞部押圧部４３と延出部４４を一体
に備えられていたのに対して、この実施例の排出ポート３ａでは、閉塞部材４ａと、閉塞
部押圧部材４ｂの２つの部材により構成されている。そして、閉塞部４１は、排出ポート
本体部３１の開口端部を液密にシールするシール部４５を備えている。また、薬剤収納部
８は、排出ポート本体部３１内面と閉塞部４１と封止部３２により形成されている。
　閉塞部材４ａは、閉塞部４１と閉塞部４１の先端面より、容器本体２の薬剤室１１の中
央方向に所定長延びる延出部４４を備えている。閉塞部４１は、上述した実施例と同様に
、排出ポート本体部３１の開口端部を液密状態にシールするとともに排出ポート本体部３
１内面を摺動するシール部４５を備えている。具体的には、閉塞部４１は、略円盤状に形
成されるとともに、側面に環状シール部材４５が設けられている。図６に示すものでは、
環状シール部材４５は、閉塞部４１の側面に形成された環状溝内にその内周側部分が収納
されるとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部３１内面に液密状態にて密着し
、かつ摺動可能なものとなっている。
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【００２７】
　延出部４４としては、中実、中空のいずれでもよく、また、断面形状は、円状、楕円状
、多角形状などどのようなものであってもよい。延出部４４としては、図３に示したもの
と同様に、先端に向かって、容器本体２のシート間方向の厚さが徐々に肉薄となるもので
あってもよい。このようにすることにより、延出部４４の先端部による離脱抑制用弱シー
ル部７に剥離方向への力の付与を抑制する。
　閉塞部押圧部材４ｂは、シャフト状に形成された押圧部４３を備え、その先端部には、
閉塞部材４ａに当接可能な閉塞部材当接部４９が設けられており、基端には、薬剤排出用
針管が当接可能な針管当接部４２を備えている。閉塞部材当接部４９および針管当接部４
２としては、円状、楕円状、多角形状などの板状部であることが好ましい。また、閉塞部
押圧部４３のシャフト状部分は、中実、中空のいずれでもよく、また、断面形状は、円状
、楕円状、多角形状などどのようなものであってもよい。
　また、閉塞部材４ａの下面は、閉塞部押圧部材４ｂの閉塞部材当接部４９の上面に近接
もしくは当接している。当接していることが好ましい。近接する場合には、その距離は、
５ｍｍ以下であることが好ましい。
【００２８】
　また、排出ポートとしては、図７および図８に示すようなものであってもよい。
　この実施例の排出ポート３ｂでは、閉塞部４１と延出部４４とを一体に備える閉塞部材
４ａと、閉塞部材４ａを押圧するための閉塞部押圧部材４ｃとを備える。つまり、上述し
た排出ポート３では、閉塞部材４は、閉塞部４１と閉塞部押圧部４３と延出部４４を一体
に備えられていたのに対して、この実施例の排出ポート３ｂでは、閉塞部材４ａと、閉塞
部押圧部材４ｃの２つの部材により構成されている。そして、閉塞部４１は、排出ポート
本体部３１の開口端部を液密にシールするシール部４５を備えている。また、薬剤収納部
８は、排出ポート本体部３１内面と閉塞部４１と封止部３２により形成されている。
　閉塞部材４ａは、閉塞部４１と閉塞部４１の先端面より、容器本体２の薬剤室１１の中
央方向に所定長延びる延出部４４を備えている。閉塞部４１は、上述した実施例と同様に
、排出ポート本体部３１の開口端部を液密状態にシールするとともに排出ポート本体部３
１内面を摺動するシール部４５を備えている。具体的には、閉塞部４１は、略円盤状に形
成されるとともに、側面に環状シール部材４５が設けられている。図７に示すものでは、
環状シール部材４５は、閉塞部４１の側面に形成された環状溝内にその内周側部分が収納
されるとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部３１内面に液密状態にて密着し
、かつ摺動可能なものとなっている。
【００２９】
　延出部４４としては、中実、中空のいずれでもよく、また、断面形状は、円状、楕円状
、多角形状などどのようなものであってもよい。延出部４４としては、図３に示したもの
と同様に、先端に向かって、容器本体２のシート間方向の厚さが徐々に肉薄となるもので
あってもよい。このようにすることにより、延出部４４の先端部による離脱抑制用弱シー
ル部７に剥離方向への力の付与を抑制する。
　閉塞部押圧部材４ｃは、筒状に形成された押圧部４３を備え、その先端部には、閉塞部
材４ａに当接可能な閉塞部材当接部４９が設けられており、基端には、薬剤排出用針管が
当接可能な針管当接部４２を備えている。筒状の押圧部４３の側面には、多数の開口４８
が形成されている。また、針管当接部４２は、筒状部押圧部４３の基端閉塞部により構成
されており、閉塞部材当接部４９は、筒状部押圧部４３の開口する先端部により構成され
ていることが好ましい。また、筒状部押圧部４３の形状としては、円筒、楕円筒、多角筒
状などものが好ましい。
　また、閉塞部材４ａの下面は、閉塞部押圧部材４ｃの閉塞部材当接部４９の上面に近接
もしくは当接している。当接していることが好ましい。近接する場合には、その距離は、
５ｍｍ以下であることが好ましい。
　そして、上述したすべての実施例の排出ポートにおいて、延出部は、薬剤収納部と連通
する薬剤収納空間を備えているものであってもよい。
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【００３０】
　また、排出ポートとしては、図９に示すようなものであってもよい。
　この実施例の排出ポート３ｃでは、閉塞部４１と延出部４４とを一体に備える閉塞部材
４ｄと、閉塞部材４ｄを押圧するための閉塞部押圧部材４ｂとを備える。つまり、上述し
た排出ポート３では、閉塞部材４は、閉塞部４１と閉塞部押圧部４３と延出部４４を一体
に備えられていたのに対して、この実施例の排出ポート３ｃでは、閉塞部材４ｄと、閉塞
部押圧部材４ｂの２つの部材により構成されている。なお、この実施例においても、閉塞
部材４ｄと閉塞部押圧部材４ｂは、一体に形成してもよい。
　そして、閉塞部４１は、排出ポート本体部３１の開口端部を液密にシールするシール部
４５を備えている。また、薬剤収納部８は、排出ポート本体部３１内面と閉塞部４１と封
止部３２により形成されている。
【００３１】
　閉塞部材４ｄは、閉塞部４１と閉塞部４１の先端面より、容器本体２の薬剤室１１の中
央方向に所定長延びる延出部４４を備えている。閉塞部４１は、下面の外周縁より若干内
側に配置されたシール部材４５を備え、さらに、シール部材４５の内側には、下方に突出
する突出部５１を備えている。具体的には、閉塞部４１は、排出ポート本体部３１の開口
端の内径より大きい外径を有し、環状シール部材４５と共同して、排出ポート本体部３１
の開口端を液密にシールしている。また、突出部５１が、排出ポート本体部３１の開口端
内に侵入し、離脱可能に嵌合している。
　延出部４４としては、中実、中空のいずれでもよく、また、断面形状は、円状、楕円状
、多角形状などどのようなものであってもよい。延出部４４としては、図３に示したもの
と同様に、先端に向かって、容器本体２のシート間方向の厚さが徐々に肉薄となるもので
あってもよい。このようにすることにより、延出部４４の先端部による離脱抑制用弱シー
ル部７に剥離方向への力の付与を抑制する。
【００３２】
　閉塞部押圧部材４ｂは、シャフト状に形成された押圧部４３を備え、その先端部には、
閉塞部材４ｄに当接可能な閉塞部材当接部４９が設けられており、基端には、薬剤排出用
針管が当接可能な針管当接部４２を備えている。閉塞部材当接部４９および針管当接部４
２としては、円状、楕円状、多角形状などの板状部であることが好ましい。また、閉塞部
押圧部４３のシャフト状部分は、中実、中空のいずれでもよく、また、断面形状は、円状
、楕円状、多角形状などどのようなものであってもよい。
　また、閉塞部材４ｄの下面は、閉塞部押圧部材４ｂの閉塞部材当接部４９の上面に近接
もしくは当接している。当接していることが好ましい。近接する場合には、その距離は、
５ｍｍ以下であることが好ましい。
　そして、本発明の医療用容器では、容器本体２を押圧することにより離脱抑制用弱シー
ル部７は剥離し、これにより、排出口３３への薬剤排出用針管の接続が可能になる。そし
て、排出口３３に刺入される針管により、閉塞部もしくは薬剤収納部材は、排出ポート本
体部３１より離脱し、排出ポート３内に収納されていた薬剤９は、容器本体２内に収納さ
れている薬液と混合される。よって、投与準備作業が極めて容易である。
【００３３】
　なお、閉塞部押圧部材としては、図７および図８に示し上述した筒状押圧部閉塞部材４
ｃを用いてもよい。
　また、上述したすべての実施例において、離脱抑制用弱シール部７は、上記のタイプの
ものに限定されるものではない。例えば、図１０に示す医療用容器１０の離脱抑制用弱シ
ール部７ａのように、排出ポート３の延出部４４の先端部に近接もしくは当接し、移動を
抑制するものであれば、容器本体２に区画室を形成しないものであってもよい。この場合
、離脱抑制用弱シール部７ａは、図１０に示すように、排出ポート３の延出部４４の先端
部の上部のみを取り囲む形態であることが好ましい。また、離脱抑制用弱シール部として
は、図示する実施例のように連続する形態が好ましいが、図１１に示す医療用容器２０の
ように、小さな弱シールが点在することにより、離脱抑制用弱シール部７ｂが形成された
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ものでもよい。
【００３４】
　また、上述したすべての実施例において、医療用容器は、図１２に示す医療用容器３０
のように、容器本体１０２は、解除可能な仕切部１９により区分された２つの薬剤収納部
１１，１２と、それぞれの薬剤収納部に収納された薬剤を備えるものであってもよい。そ
して、排出ポート３は、第１の薬剤収納部１１側に取付けられており、混注ポート１３は
、第２の薬剤収納部１２側に取り付けられている。
　そして、第１の薬剤室１１には第１の薬剤が収納され、第２の薬剤室１２には第２の薬
剤が収納されている。
　容器本体１０２としては、上述した容器本体２にて説明したものが好適に使用できる。
【００３５】
　そして、容器本体１０２は、容器本体１０２を横方向全体に横切る仕切部１９を備えて
おり、これにより、内部が２室に区分されている。仕切部１９は、中央部に位置する剥離
可能な弱シール部１９ａと、弱シール部１９ａの両端部の分岐部内に設けられた実質的に
剥離不能な強シール部１９ｂを備えている。そして、弱シール部は、加熱プレスにより行
うことが好ましく、金型の温度は、容器本体１０２の形成材料の溶融温度より１０℃以上
低い温度で行うことにより形成することができる。
　また、医療用容器３０の容積は、内部に収納する薬剤の種類等によって異なるが、通常
は、第１の薬剤室の容積が、５０～５０００ｍｌ程度であることが好ましく、第２の薬剤
室の容積が、５０～５０００ｍｌ程度であることが好ましい。
【００３６】
　このように薬剤室を２つに区分することにより、反応等による変質、劣化を生じる物質
を含有する液体を使用するまでは別々に保存でき、使用に際し、両液を混合することが好
ましいとき等に適用することができる。それぞれの薬剤室に収納される薬剤としては、薬
液、散剤などが考えられる。
　特に、本発明の医療用容器では、第１の薬剤は、薬液であることが好ましい。第２の薬
剤は、薬液もしくは散剤いずれであってもよい。好ましくは、薬液である。第１の薬剤お
よび第２の薬剤の組合せとしては、例えば、アミノ酸電解質液とブドウ糖液、ブドウ糖液
と重曹液等の組み合わせが挙げられる。
　そして、離脱抑制用弱シール部のシール強度は、仕切部１９のシール強度と同等、若干
高いものであることが好ましい。このようなものであれば、仕切部１９が剥離されない状
態にて薬液が投与されることがなく、かつ、容易な操作で投与準備を行うことができる。
【００３７】
　また、離脱抑制用弱シール部は、第１の薬剤室１１または第２の薬剤室１２を押圧する
ことにより、仕切用部１９の剥離とほぼ同時もしくは続いて剥離するものであることが好
ましい。このようにすることにより、容器本体１０２の第１の薬剤室１１を圧迫した場合
であっても、離脱抑制用弱シール部が仕切部より先に剥離することがない。さらに、この
実施例の医療用容器では、第２の薬剤室１２を押圧することにより、仕切部１９の剥離に
続いて離脱抑制用弱シール部が剥離するものであってもよい。このようなものであれば、
容器本体１０２の第２の薬剤室１２を圧迫し、仕切部１９の剥離時の流体の力により、離
脱抑制用弱シール部を剥離させることができる。
【００３８】
　次に、本発明の他の実施例の医療用容器について説明する。
　図１３は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。図１４は、図１３に示し
た医療用容器に使用される排出ポートの断面図である。図１５および図１６は、本発明の
医療用容器に使用される排出ポートの他の例の断面図である。
　この実施例の医療用容器４０は、可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本
体２と、容器本体２内に収納された薬液を排出するための排出ポート３ｄとを備える。排
出ポート３ｄは、薬剤が収納されるとともに容器本体２の内方に延びかつ閉塞する先端部
を備える薬剤収納部材４ｅと、薬剤収納部材４ｅの他端側部分を収納する排出ポート本体
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部３１と、排出ポート本体部３１の容器本体２より露出する端部を閉塞し、かつ、薬剤排
出用針管の接続が可能な封止部３２を有する排出口３３と、薬剤収納部材４ｅの他端側に
設けられ、薬剤収納部材４ｅ内と容器本体２内との連通を開放可能に閉塞する閉塞部４１
と、排出ポート本体部３１内に収納されるとともに、排出口３３に刺入される薬剤排出用
針管により薬剤収納部材４ｅを押圧し排出ポート本体部３１より離脱させる薬剤収納部材
押圧部材４ｈとを備える。薬剤収納部材４ｅまたは薬剤収納部材押圧部材４ｈは、排出ポ
ート本体部３１の内面と液密状態にて摺動するシール部を備え、排出ポート本体部３１内
のシール部より封止部側空間４６は、薬剤収納部材内と連通せずかつ実質的に空室となっ
ている。
【００３９】
　そして、医療用容器４０は、薬剤収納部材４ｅの先端部に近接もしくは当接する位置に
設けられ、薬剤収納部材４ｅの排出ポート本体部３１から離脱する方向への移動を抑制す
るとともに、容器本体２を押圧することにより剥離可能な離脱抑制用弱シール部７を備え
ている。離脱抑制用弱シール部７の未剥離時では、離脱抑制用弱シール部７により、薬剤
収納部材４ｅの排出ポート本体部３１から離脱する方向への移動および薬剤収納部材押圧
部材４ｈの移動が規制されることにより、排出口３３内への薬剤排出用針管の侵入を阻害
するものとなっている。
　そして、この医療用容器では、薬剤収納部材押圧部材４ｈによって、薬剤収納部材４ｅ
が排出ポート本体部３１から離脱し、容器本体２内へ移動することにより、容器本体２内
の薬液に薬剤収納部材４ｅ内の薬剤が混合される。
　この実施例の排出ポート３ｄは、非連通排出ポートである。図１４に示すように、閉塞
部４１を備える薬剤収納部材４ｅが排出ポート３ｄより、離脱しない状態では、排出ポー
ト３ｄは、容器本体２内の薬剤室１１と連通しないものとなっている。
【００４０】
　容器本体２、排出ポート本体部３１および封止部３２を備える排出口３３としては、上
述した医療用容器１において説明したものと同じであるので、上述した説明を参照するも
のとする。
　この実施例の医療用容器４０における排出ポート３ｄは、排出口３３が取り付けられた
排出ポート本体部３１と、薬剤収納部材４ｅと、薬剤収納部材押圧部材４ｈを備えている
。この実施例における薬剤収納部材４ｅは、先端部が閉塞した筒状体であり、後端開口部
の周縁部に閉塞部４１を備えている。この閉塞部４１により、容器本体２内と排出口３３
（言い換えれば、排出ポート本体部３１内部）とを連通しないものとなっている。閉塞部
４１は、排出ポート本体部３１の開口端部を液密状態にシールするとともに排出ポート本
体部３１内面を摺動するシール部４５を備えている。具体的には、閉塞部４１は、フラン
ジに形成されるとともに、側面に環状シール部材４５が設けられている。図１４に示すも
のでは、環状シール部材４５は、閉塞部４１の側面に形成された環状溝内にその内周側部
分が収納されるとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部３１内面に液密状態に
て密着し、かつ摺動可能なものとなっている。
【００４１】
　そして、この実施例では、薬剤収納部材押圧部材４ｈは、排出ポート本体部３１の内面
と液密状態にて摺動するシール部５３を備え、排出ポート本体部３１内のシール部５３よ
り封止部側空間４６は、薬剤収納部材４ｅ内と連通せずかつ薬剤が収納されていないもの
となっている。また、シール部５３は、薬剤収納部材４ｅの基端部と当接可能となってお
り、薬剤収納部材当接部を構成している。また、シール部５３は、略円盤状に形成される
とともに、側面に環状シール部材５４が設けられている。図１４に示すものでは、環状シ
ール部材５４は、シール部５３の側面に形成された環状溝内にその内周側部分が収納され
るとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部３１内面に液密状態にて密着し、か
つ摺動可能なものとなっている。
【００４２】
　薬剤収納部材押圧部材４ｈの押圧部４３は、シャフト状に形成されるとともに、先端に
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上述した薬剤収納部材４ｅの基端部と当接可能であるシール部５３を備え、基端には、薬
剤排出用針管が当接可能な針管当接部４２を備えている。針管当接部としては、円状、楕
円状、多角形状などの板状部であることが好ましい。また、閉塞部押圧部４３のシャフト
状部分は、中実、中空のいずれでもよく、また、断面形状は、円状、楕円状、多角形状な
どどのようなものであってもよい。
そして、排出ポート本体部３１内のシール部より封止部側空間４６は、薬剤収納部材内と
連通せずかつ実質的に空室となっている。なお、排出ポート本体部３１の内面および内部
空間４６の滅菌のためには、空間４６に少量の液体（例えば、無菌水）が添加されていて
もよい。実質的空室とは、完全な空室に限定されるものではなく、上記のような滅菌用の
少量の液体の添加を含むものである。
　そして、この実施例の医療用容器４０では、使用時に穿刺された薬剤排出用針に薬剤収
納部材内に充填されていた薬剤が流入することが極めて少ない。
【００４３】
　また、この発明の医療用容器における排出ポートの形態としては、上述したものに限定
されるものではなく、例えば、図１５に示す排出ポート３ｅのようなものであってもよい
。
　この実施例の排出ポート３ｅは、図１５に示すように、薬剤収納部材４ｆは、先端部が
閉塞した筒状体であり、後端部かつシール部５５より先端側となる外周面に設けられた閉
塞部４１を備えている。この閉塞部４１により、容器本体２内と排出口３３（言い換えれ
ば、排出ポート本体部３１内部）とを連通しないものとなっている。閉塞部４１は、排出
ポート本体部３１の開口端部を液密状態にシールするとともに排出ポート本体部３１内面
を摺動するシール部４５を備えている。具体的には、閉塞部４１は、フランジに形成され
るとともに、側面に環状シール部材４５が設けられている。図１５に示すものでは、環状
シール部材４５は、閉塞部４１の側面に形成された環状溝内にその内周側部分が収納され
るとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部３１内面に液密状態にて密着し、か
つ摺動可能なものとなっている。
【００４４】
　さらに、この薬剤収納部材４ｆは、閉塞する基端部５８を有するとともに、排出ポート
本体部３１の内面と液密状態にて摺動するシール部５５を備え、排出ポート本体部３１内
のシール部５５より封止部側空間４６は、薬剤収納部材４ｆ内と連通せずかつ薬剤が収納
されていないものとなっている。図１５に示すものでは、シール部５５には、環状シール
部材５６が取り付けられている。具体的には、シール部５５の側面に形成された環状溝内
に環状シール部材５６の内周側部分が収納されるとともに、外周側部分は露出し、排出ポ
ート本体部３１内面に液密状態にて密着し、かつ摺動可能なものとなっている。
　そして、この薬剤収納部材４ｆは、閉塞部４１とシール部５５間の側面に形成された開
口部５７を備えている。排出ポートより離脱した薬剤収納部材４ｆ内の薬剤は、この開口
部５７を介して、容器本体内に流出する。
【００４５】
　そして、この実施例では、排出ポート本体部３１内には、薬剤収納部材押圧部材４ｂが
収納されている。
　押圧部材４ｂは、シャフト状に形成された押圧部４３を備え、その先端部には、薬剤収
納部材４ｆの基端部（基端面）に当接可能な薬剤収納部材当接部４９が設けられており、
基端には、薬剤排出用針管が当接可能な針管当接部４２を備えている。薬剤収納部材当接
部４９および針管当接部４２としては、円状、楕円状、多角形状などの板状部であること
が好ましい。また、閉塞部押圧部４３のシャフト状部分は、中実、中空のいずれでもよく
、また、断面形状は、円状、楕円状、多角形状などどのようなものであってもよい。
　また、薬剤収納部材４ｆの基端面は、押圧部材４ｂの薬剤収納部材当接部４９の上面に
近接もしくは当接している。当接していることが好ましい。近接する場合には、その距離
は、５ｍｍ以下であることが好ましい。
【００４６】
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　また、この発明の医療用容器における排出ポートの形態としては、図１６に示す排出ポ
ート３ｆのようなものであってもよい。
　この排出ポート３ｆは、排出口３３が取り付けられた排出ポート本体部３１と、薬剤収
納部材４ｇと、薬剤収納部材押圧部材４ｈを備えている。この実施例における薬剤収納部
材４ｇは、排出ポート本体部３１の開口端部を液密にシールする閉塞部４１を備えている
。閉塞部４１は、薬剤収納部材４ｇの下端面の外周部より若干内側に配置されたシール部
材４５を備え、さらに、シール部材４５の内側には、下方に突出する突出部５１を備えて
いる。具体的には、閉塞部４１は、排出ポート本体部３１の開口端の内径より大きい外径
を有し、環状シール部材４５と共同して、排出ポート本体部３１の開口端を液密にシール
している。また、突出部５１が、排出ポート本体部３１の開口端内に侵入し、離脱可能に
嵌合している。薬剤収納部材押圧部材４ｈとしては、図１４に示し上述したものと同じで
ある。
【００４７】
　そして、上述した実施例の医療用容器４０においても、離脱抑制用弱シール部７は、図
１３のような形態のものに限定されるものではなく、上述した、図１０に示す医療用容器
１０の離脱抑制用弱シール部７ｂと同様に、排出ポート３の薬剤収納部材の先端部に近接
もしくは当接し、移動を抑制するものであれば、容器本体２に区画室を形成しないもので
あってもよい。この場合、離脱抑制用弱シール部７ｂは、図１０に示すように、排出ポー
ト３の延出部４４の先端部の上部のみを取り囲む形態であることが好ましい。また、離脱
抑制用弱シール部としては、図示する実施例のように連続する形態が好ましいが、図１１
に示す医療用容器２０のように、小さな弱シールが点在することにより、離脱抑制用弱シ
ール部７ｃが形成されたものでもよい。
　さらに、上述した実施例の医療用容器４０においても、図１２に示す医療用容器３０の
ように、容器本体は、解除可能な仕切部１９により区分された２つの薬剤収納部１１，１
２と、それぞれの薬剤収納部に収納された薬剤を備えるものであってもよい。
【００４８】
　次に、本発明の他の実施例の医療用容器について説明する。
　図１７は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。図１８は、図１７に示し
た医療用容器に使用される排出ポートの断面図である。
　この実施例の医療用容器６０は、可撓性材料により形成され、薬液が収納された容器本
体２と、容器本体２内に収納された薬液を排出するための排出ポート６３とを備える。
　排出ポート６３は、薬剤９が収納された薬剤収納部８と、破断により容器本体２内との
連通を可能とする破断可能部１３３および破断可能部１３３の破断操作を行うための操作
部１３４を備える流通規制部とを備えるポート本体部１３１と、ポート本体部１３１の他
端側を閉塞し、かつ、薬剤排出用針管の接続が可能な封止部３２を有する排出口３３と、
ポート本体部１３１に収納され、ポート本体部１３１内を２つの室に液密に区分する区画
部４１と、排出口に刺入される針管が当接可能な針管当接部４２とを備える空間区画部材
４ｈを備えている。空間区画部材４ｈは、区画部４１と針管当接部４２とを連結するシャ
フト部４３を備えている。また、この実施例のものでは、区画部４１は、排出ポート本体
部１３１の内面と液密状態にて摺動する区画部４１を備えている。また、区画部４１は、
略円盤状に形成されるとともに、側面に環状シール部材４５が設けられている。図１８に
示すものでは、環状シール部材４５は、区画部４１の側面に形成された環状溝内にその内
周側部分が収納されるとともに、外周側部分は露出し、排出ポート本体部１３１内面に液
密状態にて密着し、かつ摺動可能なものとなっている。
【００４９】
　そして、区画部４１は、破断可能部１３３の形成部位付近に位置していることが好まし
い。区画部４１は、破断可能部１３３より、ポート本体部１３１の先端側、基端側のいず
れに位置するものであってもよい。そして、薬剤収納部８は、区画部４１よりポート本体
部１３１の先端側空間により構成されており、区画部４１よりポート本体部１３１の基端
側空間４６は、空室となっている。なお、内部空間４６および当該部分における排出ポー
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ト本体部１３１の内面の滅菌のためには、空間４６に少量の液体（例えば、無菌水）を添
加することが好ましい。
　そして、この実施例の医療用容器６０では、使用時に穿刺された薬剤排出用針に薬剤収
納部材内に充填されていた薬剤が流入することが極めて少ない。
【００５０】
　そして、この実施例の医療用容器６０においても、図１に示した医療用容器１が備える
離脱抑制用弱シール部７を備えていてもよい。さらに、離脱抑制用弱シール部７の形態と
しては、図１０に示す医療用容器１０の離脱抑制用弱シール部７ｂと同様に、排出ポート
３の薬剤収納部材の先端部に近接もしくは当接し、移動を抑制するものであれば、容器本
体２に区画室を形成しないものであってもよい。この場合、離脱抑制用弱シール部７ｂは
、図１０に示すように、排出ポート３の延出部４４の先端部の上部のみを取り囲む形態で
あることが好ましい。また、離脱抑制用弱シール部としては、図示する実施例のように連
続する形態が好ましいが、図１１に示す医療用容器２０のように、小さな弱シールが点在
することにより、離脱抑制用弱シール部７ｃが形成されたものでもよい。
　さらに、この実施例の医療用容器６０においても、図１２に示す医療用容器３０のよう
に、容器本体は、解除可能な仕切部１９により区分された２つの薬剤収納部１１，１２と
、それぞれの薬剤収納部に収納された薬剤を備えるものであってもよい。
【００５１】
　次に、本発明の他の実施例の医療用容器について説明する。
図１９は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。図２０は、図１９のＤ－Ｄ
線断面図である。図２１は、図２０の部分拡大図である。
　この実施例の医療用複室容器１００は、容器本体１２０と、この容器本体１２０に取り
付けられた排出ポート１０３とを備えている。容器本体１２０は、解除可能な仕切部１９
により区分された２つの薬剤収納部１１，１２と、それぞれの薬剤収納部に収納された薬
剤を備えている。そして、排出ポート１０３は、第１の薬剤収納部１１側に取り付けられ
ており、混注ポート１３は、第２の薬剤収納部１２側に取り付けられている。
【００５２】
　そして、第２の薬剤室１２内には、小容器１０７が収納されている。そして、図１９な
いし図２１に示すように、小容器１０７は、下端部付近に設けられた剥離可能な弱シール
１１８により、密封されている。さらに、図２１に示すように、小容器１０７を形成する
一方のシート１０７ａの下端部の表面は、容器本体１２０を構成する一方のシート１２０
ａの内面に固着部１１９ａ部分にて固着されており、同様に、小容器１０７を形成する他
方のシート１０７ｂの下端部の表面は、容器本体１２０を構成する他方のシート１２０ｂ
の内面に固着部１１９ｂ部分にて固着されている。そして、小容器１０７を形成する２枚
のシートの下端部間は、固着されていない。
【００５３】
　そして、容器本体１２０には、図１９ないし図２１に示すように、小容器１０７に近接
するとともに、その上方に位置する剥離可能な動き規制用弱シール部１１７を備えている
。小容器１０７は、下端部以外では、容器本体１２０に固定されていないため、その上部
側が、第２の薬剤室内にて揺れるなどの動きが許容されている。このため、移動時などに
小容器の動きに起因するピンホール発生などの部分破損を生じるおそれがある。しかし、
この実施例の医療用複室容器１００では、小容器の動き規制用弱シール部１１７を備えて
いるため、小容器の不必要な動きが規制される。
　動き規制用弱シール部１１７としては、小容器１０７の上部を取り囲むように形成する
ことが好ましいが、取り囲むことなく、上方のみ、側方のみ、小容器の角部付近のみに位
置するものであってもよい。また、図示する実施例では、動き規制用弱シール部１１７は
、連続するものとなっているが、点在するものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】図１は、本発明の医療用容器の一実施例の正面図である。



(17) JP 2008-200367 A 2008.9.4

10

20

30

【図２】図２は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの一例の正面図である。
【図３】図３は、図２の排出ポートのＡ－Ａ線断面図である。
【図４】図４は、図２の排出ポートのＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】図５は、図２ないし図４に示した排出ポートを説明するための説明図（図２の排
出ポートにおいて、排出ポート本体部および排出口部分のみ断面にて示した図）である。
【図６】図６は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の説明図（排出ポ
ート本体部および排出口部分のみ断面にて示した図）である。
【図７】図７は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の説明図（排出ポ
ート本体部および排出口部分のみ断面にて示した図）である。
【図８】図８は、図７の排出ポートのＣ－Ｃ線断面図である。
【図９】図９は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の断面図である。
【図１０】図１０は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。
【図１１】図１１は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。
【図１２】図１２は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。
【図１３】図１３は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。
【図１４】図１４は、図３に示した医療用容器に使用される排出ポートの断面図である。
【図１５】図１５は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の断面図であ
る。
【図１６】図１６は、本発明の医療用容器に使用される排出ポートの他の例の断面図であ
る。
【図１７】図１７は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。
【図１８】図１８は、図１７に示した医療用容器に使用される排出ポートの断面図である
。
【図１９】図１９は、本発明の医療用容器の他の実施例の正面図である。
【図２０】図２０は、図１９のＤ－Ｄ線断面図である。
【図２１】図２１は、図２０の部分拡大図である。
【符号の説明】
【００５５】
１　医療用容器
２　容器本体
３　排出ポート
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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